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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、「身体性人間科学（embodied human science）」の理論を新たに構
想することにある。身体性人間科学とは、現象学にもとづく人間科学に対して、身体性認知のパラダイムを持ち
込んだものである。助成期間中に主に取り組んだのは、(a)身体行為に基礎づけられた自己、(b)自他間の身体的
相互行為身体に支えられた社会的認知と他者理解、を理論的に解明する作業である。一般向けの主な成果として
『生きられた〈私〉をもとめて』（北大路書房、2017年）を出版した。

研究成果の概要（英文）：This research project was intended to propose the basic theories of the 
embodied human science, which brings the paradigm of embodied cognition into the phenomenology-based
 human sciences. During the funding period, we attempted to mainly explicate (a) the self that is 
founded on the embodied actions, (b) the social cognition that is founded on the embodied 
interactions between self and others. The single-authored book titled “In search of the lived 
self” (Tanaka, 2017) represents the major research results for the lay people.

研究分野： 人間科学

キーワード： 身体性　人間科学　現象学　身体性認知　身体化された自己　身体化された間主観性　身体図式　間身
体性
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
1990年代以降、主要な心の科学（心理学、認知科学、神経科学など）では「身体性（embodiment）」の重要性が
広く認識されるようになり、「身体性認知」と呼ばれる新たなパラダイムも成立した。本研究は、このパラダイ
ムをさらに推進し、「心の科学」にとどまらず、心身全体を射程とする「人間科学」を構想することを目的とし
たものである。研究期間中は、以下の二点を理論的に解明することを試みた。 (1)われわれが無自覚に遂行する
スキルフルな身体行為に基礎づけられて成立している「自己」、(2)非言語的コミュニケーションも含め、自己
と他者のあいだで展開される相互作用にもとづく「社会的認知」および「他者理解」。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 英語で「Human Science」と呼ばれる研究領域が存在し、北米とヨーロッパを中心にこれま
で半世紀近く研究が推進されてきた。直訳すると「人間科学」になるが、日本で人間科学と呼ば
れる研究分野とは必ずしも重ならない。主な違いは、前者では人間研究に携わる諸分野（教育学・
心理学・看護学・認知科学・精神医学等）において、現象学と解釈学をその方法とする応用研究
が行われている点にある（日本では各種の方法論が並立して人間科学を形成している）。 
 本研究課題の代表者は、現象学的身体論をみずからの方法として研究を進めてきたため、現象
学に隣接する「身体性認知（embodied cognition）」を基盤とする Human Science を新たに構築
したいと考えた。身体性認知は、知覚・感情・記憶・思考など、ひとの認知活動が身体性によっ
て下支えされているという観点に沿って認知過程を理解する立場である。本研究課題は、身体性
認知から出発する人間観を新たに「Embodied Human Science」として確立するべく構想され
たものである。 
 代表者は、本研究が始まる直前の三年間、「間
主観性領域における身体知の機能を解明する現
象学的・実験的研究」（平成 24-26 年度，基盤研
究(C)，課題番号 24500709）と題する別の課題
に取り組んでいた。その成果によると、もっと
も基礎的な他者理解（社会的認知）は、他者の
行為にともなう意図を直接的に知覚することか
ら始まる。自他の身体には互いの表情やしぐさ
に同調する潜在的傾向が備わっており、他者の
身体的状態を自己の身体において鏡映的に反復
しうることが、他者の意図の直接知覚を可能に
する身体的基盤として機能している（Merleau-
Ponty, 1945, 1951）。そして、自己と他者が互い
の行為の意図を理解しつつ相互行為を重ねてゆ
く過程で、身体的な間主観性が生成する（図１
を参照）。                       図１：身体的な間主観性 
 このような二人称的な自己－他者関係が根底にあって、そこから明示的な自己意識や他者理
解が成立してくるのだとすると、この点を Embodied Human Science の根幹に据えて、人間科
学の基礎理論を展開すべきであると考えた。 
 
２．研究の目的 
 以上の背景を踏まえ、本研究は「Embodied Human Science の構想と展開」と題して開始さ
れた。研究目的としたのは、大別して以下三つの研究課題を解明することである。 
 (1)間身体性にもとづく社会的認知と間主観性の理論構築 
メルロ゠ポンティの間身体性の概念を展開して、身体的な間主観性の理論モデルを構築するこ
と。メルロ゠ポンティは、彼以前の時代の主要な考え方であった「類推説」を廃して、他者理解
の理論を再構築しようとした。類推説は、自己の心的状態と身体的表出の関係を他者に対して類
比的に投射し、直接に観察される他者の身体的表出から他者の心的状態を推測できるとする考
え方である（例：私は悲しいときには泣くのだから、他者が泣いているとすればそれは他者が悲
しんでいるということを意味するだろう）。 
 メルロ゠ポンティによると、類推説は、「自己の心」－「自己の身体」－「他者の身体」－「他
者の心」という四項関係から他者理解を説明するモデルになっているが、発達の初期まで遡って
考えると、乳幼児はこのような世界を生きてはいない。そもそも乳児は自己の顔や身体を外側か
ら観察したことがないのであって、自己の特定の心的状態が、特定の身体的表出に対応している
ということを明示的には理解していない。にもかかわらず、大人の表情や発声や身体運動などを
共鳴的に模倣するのである。乳児が示す伝染泣きやつられ笑いとして表出するような、自己の身
体と他者の身体のあいだに潜在する共鳴的な関係性をメルロ゠ポンティは「間身体性
（intercorporéité）」と呼ぶ。 
 間身体性が共鳴的な模倣として表出するのだとすると、(a)他者の身体を知覚すると、他者の
行為が自己の身体を通じて共鳴的に表出する、(b)自己の身体を知覚すると、他者の身体におい
て自己の行為が共鳴的に表出する、という感覚運動的で知覚-行為循環的な回路が自他の身体に
潜在していることになる。類推説の四項関係は、自己と他者の分離、心と身体の分離を暗に前提
としているが、間身体性は心と身体の非分離、自己の身体と他者の身体の感覚運動的な結合を示
唆している。このような感覚運動的かつ相互行為的な関係を出発点として、社会的認知と間主観
性の理論を構築する必要がある。 
 (2)「反省的な自己意識」の生成過程の解明 
 身体的な間主観性から、どのように自己が自己として成立するのかをモデル化する。近年の現
象学的身体論や身体性認知科学では、いわゆる「ミニマル・セルフ」にもとづく自己の研究が盛
んになされてきた（Gallagher, 2000 を参照）。そこでは、行為する身体において、最小限の前反
省的な自己感がつねに成立していると主張され、その自己感は主に身体の「所有感（sense of 



ownership）」と行為の「主体感（sense of agency）」から成ると整理された。また、所有感につ
いてはラバーハンド錯覚が、主体感についてはインテンショナル・バインディングが実験パラダ
イムとして用いられ、実験心理学および認知神経科学的な解明が進められてきた。 
 本研究は、ミニマル・セルフ論が対象とする「前反省的自己感」が、いかにして前反省的状態
を脱して「反省的自己意識」へと至るのか、という点についての解明を試みる。そのさい、本研
究では、身体性に基盤を持つ最小限の自己意識が前反省的状態を脱して反省的自己意識として
成立するうえで、他者の身体との関係が必要であるとの仮説的見通しに立つ。反省的な自己意識
とは、「私が私を意識する」という再帰的な意識であり、この意識には「私と私でないもの」と
の差異、すなわち他者性が必ず織り込まれている。反省的な自己意識が問われる場合、従来の現
象学では、身体から出発すると他者が登場せず（メルロ＝ポンティ）、他者から出発すると身体
が登場しない（レヴィナス）、というジレンマがあった。 
 これに対して、本研究では、自己の身体が他者によって知覚される場面に定位して、反省的な
自己意識の生成過程をモデル化する。具体的な題材とするのは身体イメージと自己鏡像認知の
発達過程である。 
 (3)「共感的な他者理解」のモデル構築 
 ここで言う「共感（empathy）」は、「他者の立場に身を置いて他者の心的状態を理解すること」
を指す。従来の認知科学では、このような心的過程は「シミュレーション」として理論化されて
きたが、シミュレーション説には身体性が欠如している。他者はそもそも、自己とは異なる身体
を持ち、自分のいる「ここ」とは異なる「そこ」から、周囲の環境を知覚している。共感が、「相
手はこう感じているだろう」という自己の側の単なる想像を超えて、相手の心的過程に迫るもの
であるには、相手の身体的過程に寄り添っているかどうかが内実を分けると思われる。すなわち、
「相手の置かれている状況で自分ならこうするだろう」ではなく、「相手の置かれている状況で
本人ならこうするだろう」と理解するのに、身体性が鍵を握っているとの見通しを立てた。 
 フッサールは、身体性に始まる共感のあり方について、「自己移入（Einfühlung）」という概念
で論じている。それは次の論理で展開する。「ここ」に自己の身体があり、目に見える「そこ」
に、この身体とよく似た別の身体がある。そこにあるもうひとつの身体は、私と同様に、ある主
体性を備え、何かを感じ、考えているだろう。その身体で生じていることを、私は自己移入を通
じて理解する。本研究では、先行研究を参照しながら、フッサールの自己移入論を改めて整理す
ることを目的とした。他方で、この議論を、認知科学の「心の理論」研究におけるシミュレーシ
ョン説と対比しつつ、身体性が他者理解において果たす役割について解明する。シミュレーショ
ン説は、ミラーニューロン研究と結合することで、「身体的シミュレーション」という見方を形
成しつつある（Gallese, 2013）。これを検討して過去の説との違いを明確にしつつ、フッサール
の感情移入論との異動も理論面から検討する。以上により、本研究に独自の共感的な他者理解モ
デルを構築することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 上述した三つの研究課題それぞれに合わせて、以下のように研究方法を設定した。 
 (1)間身体性にもとづく社会的認知と間主観性の理論構築：メルロ゠ポンティが間身体性論を
残した主なテクスト『哲学者とその影』および講義録『幼児の対人関係』を手がかりとして、間
身体性概念を理論的に整理し、それを現代の科学的な心理学研究と接続することを試みた。メル
ロ゠ポンティの没後、発達科学や神経科学において、彼の理論に呼応するような新たな発見が複
数見られる。間身体性の概念をこれらと結びつけることで、間身体性を新たな間主観性の理論と
して編成し直すことを目指した。 
 (2)「反省的な自己意識」の生成過程の解明：乳幼児の発達過程についての科学的知見を検証
することで、自己鏡像認知と身体イメージの形成過程を理論的に踏み込んで解明することを試
みた。「反省」は自己自身について外部のパースペクティヴから表象する能力を必要とする。こ
の認知能力は、身体性のレベルでは身体イメージを形成する能力（外部の視点から全身を表象す
る能力）とほぼ等価のものと言ってよい。身体イメージを形成する認知が発達上どのような身体
経験に由来するのか、という問題意識に沿って、発達科学の知見を整理することを試みた。 
 (3)「共感的な他者理解」のモデル構築：自己移入（共感）をめぐるフッサールの議論を、『デ
カルト的省察』と『間主観性の現象学』を参照して整理することを試みた。その一方で、認知科
学におけるシミュレーション説、とくに、ミラーニューロンの作用を組み込んでガレーゼが新た
に展開している身体的シミュレーション説と比較した。また、もともと他者の身体に向かって自
己移入する能力は、自他の身体のパースペクティヴを交換する経験に由来するだろうと想定し、
反省と共感の互換的関係について、理論的に整理することを試みた。 
 
４．研究成果 
 (1)間身体性と間主観性 
 メルロ゠ポンティのテクストを検討することで確認できたのは次のことである。間身体性は、
自己の身体と他者の身体のあいだに潜在する関係性であり、それは、共鳴的な模倣を通じて表出
する。この関係は、図のように、自己と他者のあいだの知覚-行為循環という形式的な特徴を備
えている。たとえば自他間で微笑みが伝播する場面を例に取ると、他者が微笑むのを見ると、そ
れと同じ表情が自己の顔において表出するという関係である。このように、他者の身体を知覚す



ると、それに呼応する行為（またはその可能性）が自己の身体で共鳴的に反復されること、また
逆に、自己の身体を知覚すると、それに呼応する行為（またはその可能性）が他者の身体で表出
することが、間身体性の構造である。 
 メルロ゠ポンティの没後に開花した科学的研究には、間身体性に呼応する知見がいくつもあ
る。第一に、新生児模倣（Meltzoff & Moore, 1977）
である。新生児は生後間もない段階であっても、大人
が見せる特定の表情を模倣する能力を持っている。
第二に、ミラーニューロン（Di Pellegrino et al., 
1992）である。ミラーニューロンは当初サルの運動
野の研究で見つかったもので、他者がある行為をす
るのを見ているときも、自分がある行為をしている
ときも、鏡映しのように腹側運動前野の特定のニュ
ーロンが同じように反応する。第三に、情動の伝染
（Hatfield, 1993）である。対人場面で無自覚に表情
が伝播する場面では、その表情にともなう情動が自
他間で伝染するように共有される。これらの研究は
総じて、自己の身体と他者の身体のあいだに、感覚運
動レベルで共鳴する潜在的関係があり、それが他者
の行為の意図や感情状態を理解するうえでの身体的
基盤になっていることを示唆している。        図２：間身体性（Tanaka, 2015） 
 以上の発見は、やや角度を変えて見ると、社会心理学における非言語コミュニケーション研究
とも整合性がある。対人場面での言語的コミュニケーションを円滑に進める機能を持つものと
して、表情やジェスチャーなどの非言語行動が大きな役割を果たしていることは 1970 年代から
指摘されてきた（Kendon, 1970; Condon & Sander, 1974 など）。間身体性が示唆しているのは、
そのような非言語行動の「同期（synchrony）」および「同調（matching）」として表出する自他
の身体性が、他者理解のもっとも基礎的な身体的次元を構成しているということであろう。 
 従来、非言語行動の同期と同調はその機能が明確に区別されずに論じられてきたが、間身体性
の観点からするとその区別が可能であることを本研究の成果では新たに指摘した（Tanaka, 
2015）。類似する身体行為が自他間で同調して出現する場合、何らかの対象を志向する表情やジ
ェスチャーが共有されるということであり、身体的志向性が同期して追体験されることを意味
する。したがって、非言語行動の同調は、暗黙の共鳴的模倣を通じた原初的な共感の経験である
と考えられる。他方、非言語行動の同期は、自他間でちょうど良いタイミングで身体表現が時間
的に噛み合って進行することであり、暗黙に「相手への応答」という性質を持っている。 
 こうして、間身体性は、自己と他者の社会的相互作用の場面において、非言語行動の同期と同
調として生じ、他者理解の基礎となるだけでなく、言語的相互作用を支える社会的文脈を形成す
る。フックスらが「エナクティヴな間主観性」という概念で提唱している通り（Fuchs & De 
Jaegher, 2009）、身体的な相互行為が自己と他者のあいだで一定の水準で維持されることで、自
己と他者の「あいだ」が自律性を持つ社会的な場として形成される。 
 本研究では、間身体性から出発して形成される「あいだ」の機能について、日本の哲学者であ
る木村敏のあいだ論を援用しつつ分析した（Tanaka, 2017）。それによると、自己と他者の身体
的相互行為が生み出す「あいだ」は、即興での音楽の合奏の経験のように、互いに繰り出す行為
と言葉が同期と同調を繰り返しながら進行することで形成される。いちど形成された「あいだ」
はそれ自体で一定の自律性を帯び、互いの行為を予測する新たな規範として作用し始める。この
規範は、その場に参加する主体の行為を引き出す創造的な力として作用すると同時に、その場に
協調して行為させる拘束的な力としても作用する。ただし、いずれにしても、自他間で形成され
る「あいだ」が規範となり、社会的な文脈となることで、間主観的な他者理解がより豊かに分節
されていく。この点で「あいだ」はより複雑なニュアンスに満ちた他者理解の源泉である。 
 (2)反省的自己 
 身体イメージは一般に、自己の身体についての心的な画像のことを言うが、これを描画すると
大半の者が正面から見た自己の身体の全身像を描く。なぜ、そもそも自己の身体イメージが正面
のパースペクティヴから表象された全身像になるのか、従来の研究では十分に問われてこなか
った。本研究では、このパースペクティヴの問題を、自己鏡像認知の発達過程に重ね合わせて理
論的に解明することに取り組んだ（田中, 2017, pp.50～）。 
 自己鏡像認知について調査した関連研究によると、(a)チンパンジーは一般に鏡像認知が可能
であることが多く、鏡を経験したことのない野生のチンパンジーを対象にしてもその能力には
優位な差がない（Povinelli et al., 1993）。(b)他方で、チンパンジーを群れから引き離して単独
で飼育すると、鏡を見ても特別な反応を示さず、自己像を鏡に見出すこともない（Gallup, 1970）。
そもそも、鏡像を見たときにそれを「自己の身体」として認知できるには、鏡に向かって投射さ
れる自己身体のイメージが先行して形成されていなければならない。チンパンジーをめぐるこ
れらの研究は、鏡像認知の前提となる身体イメージがもともと単独で生活する状態では形成さ
れないことを示唆している。 
 これは、次のような発達過程を示唆するだろう。哲学者のマッハがかつて指摘した通り、「自
己の身体」においては眼球が頭部に固定されており、厳密には、その視点から知覚できる自己の



身体しか経験できない（Mach, 1897）。その意味で、自己の身体の視覚像にはつねに頭部が欠け
ている。しかし、自己は、発達の過程で他者とのあいだで「見る－見られる」という身体的相互
作用を繰り返すなかで、「他者から見られる自己の身体」を自覚することができるようになる。
他者の身体が全身像として頭部を備えているのと同様に、自己の身体もまた他者の視点から見
ることができるなら、他者と同様に頭部を備えた全身像を形成しているだろう。おそらく、この
ような了解の過程を経て、自己の身体イメージが形成される。そのため、大半の身体イメージは、
他者の視点を仮想的に取得した状態で、正面のパースペクティヴを借りて表象されるのである。 
 このように、他者の視点から自己の身体を見る、という想像が働くことが、「自分で自分を見
る」という視覚－想像の能力を支えており、ひいては、「私が私を意識する」という反省の原初
的経験を導くものと思われる。メルロ゠ポンティは、自分で自分に触れるという触覚的経験を反
省の原型的経験と考えたが（Merleau-Ponty, 1945）、身体イメージに沿って考える限り、それよ
り古い経験がある。自分で自分に触れるとか、自分で自分を見るという知覚以前に、そうした知
覚を動機づける「他者に触れられる経験」「他者に見られる経験」が必要なのである。自己の経
験を自分で振り返る「反省」という認知は、他者に知覚されるという社会的経験を経ることで、
はじめて構成される能力だと言える。 
 (3)共感と他者理解 
 フッサールのテクストを検討することで、フッサールの自己移入論に特徴的な構造を明らか
にすることができた。自己移入は、自己が他者の身体に出会うことから始まる。現象学的還元の
手続きを経て、自己の知覚野に現れる他者の身体は、他の物体一般と同様にひとつの物体として
知覚される。しかし、共現前という類比的な統覚の作用を通じて、自己の身体と同様にひとつの
生きた身体として認識される。「ここ」にある自己の身体に対して、「そこ」に知覚される他者の
身体は、私が自己の身体を通じてそうしているのと同じように、ある主体性を備え、何かを感じ、
考えていることだろう。もちろん、他者の主観性は根本的に他なるものであって、他者に対して
現れている志向的世界が、それと同様のしかたで私に対して与えられるわけではない。にもかか
わらず、私は、「そこ」にある他者の身体に対して現れている世界を、一種の志向的変様として、
擬似的に現出するものとして経験することができるだろう。自己移入による他者理解は、おおよ
そこのように進行する過程である。 
 本研究では、他者の身体が自己の知覚野に出現する過程について、フッサールとは異なる理解
にたどり着いた。フッサールは、共現前の作用の最初の段階に「対化（Paarung）」があるとい
う。対化とは、他者の身体が自己の身体と対になり、自己の身体から「生きた身体」という意味
づけを与えられる過程である。つまり、フッサールにおいては、「他者の身体」という意味は、
自己の側から投射的に付与されるのであって、最初から「生きた身体」として現れてくることが
ないかのように記述されている。 
 しかしながら、本研究の成果となる論文で指摘した通り（Tanaka, 2019）、他者の身体が「他
者の身体」として現れてくる最初の段階は、「見られている」「触れられている」といった経験の
ように、自己の身体が他者によって知覚の客体にされる場面にある。見られていることに気づく
ときや、触れられていることに気づくとき、他者は私の身体を客体にする力を持った存在として
私に感知されるのであり、私は、自己の身体が客体化されていることを通じて、「他なる主体」
が自己の身体の向こう側に「他者の身体」として現れていることに気づくのである。ここには、
対化のように、自己の側から投射的に「生きた身体」という異議を他者に与える段階は存在しな
い。他者の身体は、最初から「生きた身体」として現れるのである。このような理解は、フッサ
ールの自己移入論だけでなく、シミュレーション説とも異なっている。 
 他者の身体が現前することに気づくとき、自己は他者に知覚されるという受動的経験を経て
いる。先に指摘した通り、自他の間で経験される「見る－見られる」「触れる－触れられる」と
いう知覚的相互作用が、自己反省という認知能力に発達的に先立っている。それと同様に、「見
られる」「触れられる」という受動的経験に気づくことが、他者に対して自己移入する共感とい
う認知能力に先立っている。その意味で、共感は自己反省の裏返しであり、社会的に拡張された
反省（socially extended reflection）である。 
 以上のように考えると、間身体性とはやや異なるルートを介した社会的認知と他者理解を理
論化する必要がある。間身体性は、自己の身体と他者の身体が互いに行為主体（エージェント）
として経験する次元を出発点としていた。しかし、反省と共感はいずれも、自己の身体が他者に
よって知覚される経験にその基礎がある。つまり、主体としての身体ではなく「客体としての身
体（body-as-object）に媒介される社会的認知の能力なのである。「客体としての身体」に関連し
て生じる社会的認知は、共感だけに限定されない。恥、誇り、社会不安など、さまざまな情動の
経験にも密接に関連している。本研究ではとくに、客体としての身体によって引き起こされる社
会不安の経験について、独立した論考を執筆した（Tanaka, in press）。 
 (4)その他：身体化された自己 
 本研究計画が開始したのと同時期に、出版社から依頼があり、「自己」をテーマにして単著を
執筆することになった。本研究の成果を発信する好機と考え、「身体化された自己（embodied 
self）」を主題として単著全体の議論を展開した。メルロ゠ポンティの自己論を中心に据え、身体
化された主体としての「I」について、本研究の成果である反省的自己や社会的認知との関係も
踏まえながら多角的に論じた単著を出版することができた（田中, 2017）。 
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